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スズキ人工種苗にみられた形態異常の事例

岩波重之・村田靖彦

はじめに

当場では守昭和56年よりスズキの積苗生産試験を実

施しているが，飼育過程において脊柱が曲るなどの形

態異常になった個体が多数みられた。

種苗生産された魚類の形態異常については，アユで

高見他ぺ森他"駒田"が，また，マダイで福原"長

崎県水産試験場増養殖研究所創刊の一連の報告があり，

これらの原因についてはかなり明らかにされている。

しかし，スズキ人工種苗の形態異常の事例は，著者ら

の知る限りではみあたらない。

そこで，当場でかなり高率にみられたスズキの人工

種苗の形態異常を句マダイの事例と比較検討したとこ

ろ若干の知見を得たので，ここに報告する。

材料および方法

観察{周f本は，昭和56年1月に採卵，人工受精を行い.

240日間陸上水槽で飼育した669尾である。そのときの

飼育条件は，次の通りである。

1 )採卵とふ化

採卵・採精に供した親J魚は，東京湾口(竹岡j中)で

刺網により漁獲された雌，全長65.6cm・体長58.0cm・

体重2，400gと。雄.全長63.4cm・体長54目1cm'体重1，940

9である。

水揚げされた漁獲親魚を，現地(竹岡漁協)で採卵

・受精させ，ただちに水試へ持ち帰り，受精卵をi戸過

海水(神網7ァドラー.日本石油化学K.K製ANTHRA

CITE.GRADE， V-152ì戸)i!J)が常時注水(水温13~15

'C)されているふ化槽 (0.5tonポリカーボネイト製水

槽)に収容した。

ふイヒまでに要した時間は受精後75時間で.ふ化率は

84.3%であった。

受精卵はー卵径1.31mm . i由球径0.31mmの単離浮性卵

で、ふ化直後のf子魚の全長!i4.伽mで、あった。これらの

計測値は，増村'"水戸山.渡辺'"等とほぼ同むであ

った。

2 )飼育方法と餌料

1tonポリカーボネイト製水糟にふ化直前の受精卵を収

容し，これを成長促進の目的からウォーターパス方式

で加温 (18~21'C)した(図 1)。このとき飼育水槽内

の水温をウォーターパスの温度まで上昇させるのに約

24日寺聞を用した。

lt;.r// 

" l 
jj¥(-fノ'-"'_//

tt:-cm 

~ --------・一

.---------
/ 

1ι2 ' 3 ' 4 ' 5 ' 6ι7 a 9 月

図 1 水温と成長の変化

飼育海水i土，餌料の投与開始時まで通気のみで止水

とし，投与開始後(ふ化後 2 日目)からは，毎日0.2~

0.3tonの換水を行ない，ふ化後32日目より流水とした。

飼育は，ふ化後73日目から112日目まで2.5ton水槽で

行ない.それ以後240日目までは10tonの円型水槽を使

用した。

餌料は、シオミズツボワムシ句シオダマリミジンコ守

7Jレテミアノ プリウス.イワシミンチ，でありま鎚耳

邦j聞を図 2に示した。シオミズツボワムシは.海産ク

ロレラとパン酵母で培養したものを投餌前約 3時間海

産クロレラで二次培養を行ない，シオダマリミジンコ

は屡外で矯養したものを用いた。

形態異常魚の観察は .7~見からと .f);X線 (SOFTE

X.SEM-12)写真とにより行い，異常な権体の位置，

およびその程度を中心に観察した。



82 

図2 餌料の種類および投餌期間

結 果

形態異常魚の発生率は.目視観察で20.5%，軟X線

写真による精査で34.7%であった。その観察結果を表

1に示した(図版 1)。

目視観察の結果，正常魚と形態異常魚の成長差は平

均値で，正常魚は全長15.2cm・体長12.8cm・体重33.5

9 ，形態異常魚で、全長13.1叩 1・体長10.8cm・体重29.4

gであった。正常魚の方が形態異常魚よりもやや大き

く.また両者の体長組成を図 3に示した。

なお，形態異常の状態は次の 3つに分類された。

1 )脊柱原11甘

脊柱の屈曲は背面向きにみられ，魚体は逆「へ」の

字形を呈しており， O¥i:面やfHlj方に朋曲が認められた個

体はなかった(図版 3 ・4)。

路曲昔sの11'-1卒は上部が短縮l..，台形に変形して隣接

している 2~3 個の検体が影響を受けていた。

軟X線写真で判定した屑曲部の権体番号と守変形し

表1 形態異常魚の発生率

目 視 観 祭 結

正 常

脊 柱 屈

1韮 体 融

良型 蓋 異一

果

魚

曲

左口泊、

常

-形態異常魚

Eコ正常魚

%(尾数)

79.5 (532) 

19，0 (127) 

0，5 (3) 

1.0 (7) 

ている椎体の範囲を関4に示した。

屈曲は司 2番目から30番目まで広範囲の椎体で発生

しており，その中でも11番目から20番目までの機体で

多く発生がみられた。また.屈曲の程度を表わすため

屈曲部より後方へ伸びる脊柱の角度を測定し，その結

果を図5に示した。屈曲個体の大部分は屈曲角度が100

~1200C の範囲に包含されていた。

2)椎体融合

検体が1か所または数か所で髄合したもので，しか

も重度の場合は.体高の割に体長が異常に短かいいわ

ゆる「寸詰りJ として外観より認められた。しかし.

軽度のものは軟X線写真によらないと正常魚との区別

は[手!難であった。

融合している株体をみると線状に認められ，隣接す

るf主体に圧迫されたような形状を呈していた。

融合が認められた11'-1本の番号と頻度を図6に示した。

--ーで-士一ーニニァーー-ニー一

一一一一一ーニー一一

一一一一一一一一一一 一 一 一
% 。F
8 

013579131315271821 耳 目 27293133 35(椎体

図4 属曲がみられた権w番号とその発生頻度番号)

軟 X線写真による精査結果 % (尾数)

正 常 魚 65.3 (437) 

脊 柱 屈 曲 25.0 (167) 

2ケ所以上の脊柱屈曲 3，6 (24) 

1韮 体 融 メロミ 1. 8 (12) 

2ケ所以上の椎体敵合 0.9 (6) 

脊柱屈曲+椎{本融合 2.4 (16) 

声思 蓋 異 常 1.0 (7) 
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図6

融合が認められた椛体は.13番目から31番目までの範

囲にあり.おもに躯幹部後方に多くの発生がみられた。

3 )その他の形態異常

その他の形態異常としては‘同一観察個体に脊柱屈

曲と樵体駄合が認められた合併{国体と.皇盟蓋異常個体

があった(図版2・5)。

合併カ清志められた発生個体は外見上は逆「へJ の字

形で「寸詰りJ を呈L.軟X線写真により判定した結

果.発生率は2.4%(16尾)であった。

銀蓋異常!間体の外観は.主総蓋骨の後方が内側に折

れ曲り鯨杷がむき出しの状態であった。これが両方の

鯨蓋に認められた個体はなく，片方の鯨釜のみに認め

られ句発生率は 1% (7尾)であった。なお，鯨蓋異

常1固体の脊柱には異常は認められなかった。

約

1 )スズキ人工種苗にみられた形態異常の事例につい

て調査した。

2 )形態異常は脊柱屈曲・椎体融合・脊柱屈曲と権体

融合の合併個体・鯨蓋異常であった。

3 )形態異常魚の発生率は34目7%であり，そのうちで

要

察

今回の観察では，スズキ人工種苗の形態異常には大

別すると脊住居曲.権{本融合および皇思議異常の 3つが

認められた。

脊柱属曲は，マダイで、長崎水試増養殖研51 -lllカヲ票の

開腔率と密接な関係があると報告し，開腔率の低いほ

ど発生率が高いとしている。さらにこの関経率は.ω3

高度不飽和脂肪酸の不足と関係があることを実験的に

考
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も脊柱屈曲が72.0%を占めていた。

4)脊柱屈曲が多く発生していた椎体は.11番目から

21番目であり，発生範囲は 2番目から30番目と広範囲

に認められた。

5)脊柱属曲の角度は.100"から120。の範開の1団体が

5)北島 力・岩本浩・松i青恵一(1975)・人工採苗

マダイの形態異常長崎水試研報. 1.19~29. 

6 )長崎県水産試験場増養殖研究所(1976):海産魚類

人工種苗の脊形の原図究明と防除研究報告書-II

2~20. 

多かった。 7) (1977)・同上報告

6 )樵体融合が多く発生していた権体は.20番目から 書一回. 2 ~19 

23番目で，発生範囲は13番目から31番目と躯幹部後方 8 ) (1978) :同 k報告

に集中していた。

7 )形態異常魚は正常魚に比べ小型で、あった。

8 )脊柱屈出lを主体とする形態異常は，マダイで報告

されているものと類似しており守初期餌料に含まれる

ω3高度不飽和脂肪酸の不足を検討する必要があると思

われた。

書-N. 2~15. 

9) (1979) :マダイ人

工種苗の脊柱屈曲の原因究明と防除に関する研究

-1. 2 ~26 

10)長崎県水産試験場(1980):健苗育成技術開発事業

報告書 マダイ人工種苗の奇形の原因究明と防除

9)その他の原因として，初期における高温飼育の温 に関する研究 II. 2~26. 

度思11致の時間と時期を検討する必要があると思われた。 11)長崎県水産試験場増養殖p)f究所(1981):同上事業
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l ①正常魚 ②惟体融合 ③脊柱屈曲 @脊住岡rlll+tlt体融合 @製荒異常

2 

2 甥蓋異常吉11の拡大
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4 

3 脊柱厄!~II

4 2か所で発生 している脊柱屈曲

5 脊柱屈曲+f-ft.f本融合
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